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1 . 地 域 脱 炭 素 に 向 け た エ ネ ル ギ ー 利 用 に 関 す る 課 題  

1 . 1 需 給 バ ラ ン ス の 維 持 （ 再 エ ネ 普 及 の 観 点 ）  

 日 本 の 発 電 所 は 火 力 が 主 流 で あ り 、 化 石 燃 料 を 多 く

消 費 し て い る 。 一 方 、 再 エ ネ 電 力 比 率 は 約 2 0 ％ （ 2 0 2 2

年 度 ）で あ り 、再 エ ネ の 主 力 電 源 化 が 求 め ら れ て い る 。  

し か し 、再 エ ネ は 気 象 条 件 や 季 節 に よ り 発 電 量 が 変 動

す る 。 そ の た め 、 刻 々 変 化 す る 負 荷 変 化 へ の 追 従 が 困

難 で あ り 、 普 及 が 遅 れ て い る 。  

し た が っ て 、常 に 電 力 の 需 要 と 供 給 の バ ラ ン ス を 維 持

す る こ と が 課 題 で あ る 。  

1 . 2 省 エ ネ 機 器 導 入 （ 省 エ ネ 促 進 の 観 点 ）  

 エ ネ ル ギ ー を 無 駄 な く 効 率 的 に 使 い 、 エ ネ ル ギ ー 消

費 量 そ の も の を 抑 制 し て い か な け れ ば な ら な い 。 そ こ

で 、 創 エ ネ ・ 省 エ ネ 技 術 を 活 用 し 、 快 適 な 室 内 環 境 を

実 現 し な が ら 、 建 物 ・ 家 で 消 費 す る 年 間 の 一 次 エ ネ ル

ギ ー の 収 支 を ゼ ロ に す る Z E H 、 Z E B の 導 入 を 促 進 す る 。

つ ま り 、 パ ッ シ ブ 技 術 に よ っ て エ ネ ル ギ ー の 需 要 を 減

ら し 、 ア ク テ ィ ブ 技 術 に よ っ て エ ネ ル ギ ー を 無 駄 な く

使 用 す る こ と が 課 題 で あ る 。  

1 . 3 交 通 シ ス テ ム の 構 築 （ 物 流 効 率 化 の 観 点 ）  

 運 輸 業 は 日 本 の C 0 2 排 出 量 の 1 8 ％ を 占 め て い る 。C 0 2

排 出 量 削 減 の た め 、 非 ガ ソ リ ン 車 の 普 及 や 物 流 の 効 率

化 が 求 め ら れ る 。  

 よ っ て 、 貨 物 車 の Ｅ Ｖ 化 や サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 合 理

化 に 資 す る 交 通 シ ス テ ム の 構 築 が 課 題 で あ る 。  

https://www.env.go.jp/earth/zeb/about/06.html
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2 . 最 も 重 要 と 考 え る 課 題  

 需 給 バ ラ ン ス を 維 持 す る こ と で 、 他 課 題 の 解 決 に も

繋 が る 点 か ら 、「 需 要 と 供 給 の バ ラ ン ス 維 持 」 を 最 も 重

要 な 課 題 と 考 え 、 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

2 . １ V P P （ ﾊ ﾞ ｰ ﾁ ｬ ﾙ ﾊ ﾟ ﾜ ｰ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ ﾄ ） の 導 入  

 V P P を 導 入 す る 。 こ れ に よ り 、 分 散 配 置 し て い る 電

源 を 一 つ の 大 き な 発 電 所 の よ う に 一 元 管 理 す る こ と が

で き る 。 工 場 や 家 庭 が 有 す る 分 散 型 の エ ネ ル ギ ー リ ソ

ー ス 一 つ ひ と つ は 小 規 模 で あ る 。 し か し 、 I o T を 活 用

し た 高 度 な エ ネ ル ギ ー マ ネ ー ジ メ ン ト 技 術 に よ り こ れ

ら を 束 ね 、 遠 隔 ・ 統 合 制 御 す る こ と で 電 力 の 需 給 バ ラ

ン ス を 調 整 す る 。  

 ま た 、 ア グ リ ゲ ー タ ー に よ る デ マ ン ド レ ス ポ ン ス 実

施 に よ り 、 地 域 全 体 で 発 電 し た 電 気 を 地 域 全 体 で 効 率

良 く 使 う 。 具 体 的 に は 、 電 力 の 使 い す ぎ の 抑 制 （ 下 げ

D R ） や 余 剰 電 力 の 利 用 促 進 （ 上 げ D R ） を イ ン セ ン テ ィ

ブ 型 の 手 法 に よ り コ ン ト ロ ー ル す る 。  

2 . 2 ス マ ー ト コ ミ ュ ニ テ ィ 化  

地 域 全 体 を C E M S に よ り エ ネ ル ギ ー 管 理 す る こ と で 、

ス マ ー ト コ ミ ュ ニ テ ィ 化 を 進 め る 。 こ れ に よ り 、 地 域

に 点 在 す る 小 規 模 発 電 設 備 か ら の 電 力 供 給 量 と 、 地 域

の 電 力 需 要 の バ ラ ン ス を 調 整 す る 。  

 ま た 、 ス マ ー ト コ ミ ュ ニ テ ィ 化 は 、 H E M S ・ B E M S に よ

る 家 庭 ・ ビ ル の エ ネ ル ギ ー 最 適 化 、 次 世 代 自 動 車 の 電

力 イ ン フ ラ 化 、 及 び 交 通 シ ス テ ム の 最 適 化 な ど 複 合 的
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な 取 り 組 み に よ り 、 シ ナ ジ ー 効 果 が 期 待 で き る 。  

2 . 3 革 新 的 技 術 の 確 立  

 再 エ ネ や 電 気 自 動 車 の 普 及 の た め に 革 新 的 技 術 の 確

立 が 求 め ら れ る 。  

 具 体 的 に は 、 ① V P P や C E M S の 大 容 量 ネ ッ ト ワ ー ク に

見 合 う 5 G 通 信 シ ス テ ム の 構 築 、② 電 気 自 動 車 普 及 に 伴

う 安 価 ・ 大 容 量 ・ 安 全 な 蓄 電 池 の 開 発 、 及 び ③ 再 エ ネ

の ポ テ ン シ ャ ル が 高 い 北 海 道 か ら 本 州 へ 電 力 を 送 る た

め の 海 底 直 流 送 電 の 実 現 で あ る 。  

3 . 解 決 策 に よ る 波 及 効 果 及 び 懸 念 事 項 と そ の 対 応 策  

3 . 1 波 及 効 果  

こ の よ う な 分 散 型 電 源 に よ り 、 地 域 の 電 力 自 給 が 可

能 と な る こ と か ら 、 災 害 時 の レ ジ リ エ ン ス 強 化 と い っ

た 波 及 効 果 が 生 じ る 。  

3 . 2 . 1 懸 念 事 項  

V P P や C E M S 導 入 に 伴 う 通 信 網 ネ ッ ト ワ ー ク 化 に よ り 、

サ イ バ ー 攻 撃 を 受 け る リ ス ク が 高 ま る 。 こ れ に よ り 、

① シ ス テ ム に 連 携 す る 公 衆 の 安 全 に 関 連 す る 重 要 設 備

（ 病 院 、 防 災 ・ 避 難 設 備 等 ） の 停 止 、 ② 各 家 庭 の 個 人

情 報 や 企 業 情 報 の 流 出 が 懸 念 さ れ る 。  

3 . 2 . 2 懸 念 事 項 へ の 対 応 策  

セ キ ュ リ テ ィ 対 策 と し て 、① フ ァ イ ア ー ウ ォ ー ル に よ

る ウ ィ ル ス 侵 入 防 止 、 ② V P P 、 C E M S の シ ス テ ム 基 幹 部

分 に お け る D M Z 領 域 の 保 護 、 及 び ③ サ ー バ ー ダ ウ ン に

備 え V P P 、 C E M S の サ ー バ ー 冗 長 化 等 を 実 施 す る 。 以 上  


